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研究成果の概要（和文）：本研究は全国民を対象とする医療ビッグデータの活用と臨床疫学的な手法の統合によ
り，高齢者医療の実態を長期的な視点で分析することを目的とした。これまで高齢者を対象に全国民の医療ビッ
グデータを活用した研究として、対象となりうる疾患を明らかにし、呼吸器感染症のinfluenza感染症、再興感
染症のheaptitis C感染症、副作用関連死、アミロイドーシス、サルコイドーシスに関する臨床疫学研究を国際
学術誌にそれぞれ発表した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to analyze the actual situation of medical 
care for the elderly from a long-term perspective by utilizing medical big data covering the entire 
population and integrating clinical epidemiological methods. As studies utilizing medical big data 
of the entire population targeting the elderly, we have clarified diseases that could be targeted, 
and published clinical epidemiological studies on influenza, heptitis C, adverse reaction-related 
deaths, amyloidosis, and sarcoidosis in international journals, respectively. 

研究分野： 臨床疫学

キーワード： 医療ビッグデータ　臨床疫学　高齢者医療　データサイエンス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義は全国民を対象とする医療ビッグデータの活用と臨床疫学的な手法の統合により，高齢者
医療の実態を長期的な視点で分析した点である。また、社会的意義として、本研究は医療ビッグデータ解析技術
および臨床疫学的な高度統計手法，さらに高齢医学分野の融合した新規手法を高齢者医療に応用して、必要とさ
れるエビデンスを創出したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢者医療の現状については，我が国の高齢化率（65 歳以上）は年々増加し既に 27.7%に達

しており，それに伴い近年，心疾患や肺炎などが死因として脳血管疾患を上回ったように，長期
的に高齢者における疾病構造に変化がみられる。また，同種同効薬が重複して処方されるポリフ
ァーマシー（多剤併用）などの問題が注目され，高齢者医療の質の評価が期待されていた。した
がって，「高齢者の疾病構造の変化は長期的にはどのように推移しているのか」また，「高齢者医
療の質はどのように評価できるのか」ということを明らかにする必要性があった。これらの課題
に対して答えを見出すことで，喫緊の社会課題に応えることができるとかんがえた。しかしなが
ら，いくつかの障壁によって，これまで十分には解析が進んでこなかった。１つ目の理由は，高
齢者は退職に伴い企業などに所属しないことが多く，患者組み入れが困難で大規模に症例数を
集めにくい点であった。2 つ目の理由は，特定の地域の高齢者を対象にする研究では，日本全体
の高齢者医療の実態を理解することができないことである。最後に，日本の高齢者医療を深く理
解するため，国内研究だけでなく諸外国における高齢者医療との比較研究を実施する必要があ
る点である。このように，これまで高齢者医療に関する臨床疫学研究は遅延していた。今後，高
齢者医療の質を高め，医療費の増大をコントロールするには，前述の問題点を解決する新規的な
研究手法を用いた臨床疫学研究によるエビデンス構築が不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 
医療ビッグデータの解析技術を基盤と臨床疫学的な統計手法を融合した新規的な手法により，

高齢者特有の重要疾患の変化を長期時系列分析により解明する。さらにこれら高齢者における
重要疾患の変化に対し，現在の高齢者医療が適切であるか評価する。その上で，諸外国における
高齢者医療の実態と比較し，今後の日本の高齢者医療の再構築の基盤となるエビデンス構築を
目的とする。 
 

 
 
３．研究の方法 
まず，高齢者特有の重要疾患の特定を行った。高齢者において特に対策が急がれる認知症や肝

炎など重要疾患を複数の医療ビッグデータの解析を基に特定する。1つ目に，全国の医療施設か
ら収集した 400 万人規模のレセプトデータベース（日本医療データセンター提供），2 つ目に全
国民を対象とした National Database (厚生労働省提供)を用いて患者数，死亡者数および医療
資源の消費が多い疾患を特定する。 
次に重要疾患による高齢者の罹患率・死亡率の長期傾向の解析を行った。特定された高齢者に

おける重要疾患について，罹患者数，死亡者数について，時系列分析に必要な観察期間を対象に
それぞれの疾患関連指標の増減を年間変化率および全期間の平均変化率として算出した。さら
に，今後も進展する高齢化に対応するためのエビデンス構築のため罹患者数，死亡者数について
長期の変化を統計的に評価した。 
さらに，日本の高齢者に対する医療の質評価を試みた。日本の高齢者医療において提供される

医療サービスについては，各特定重要疾患における受診率，入院率，在院日数について，複数の
医療ビッグデータ解析を統合して実態を臨床ガイドラインや政策目標と比較し評価する。さら
に，高齢者における薬物治療においても，潜在的に副作用を生じやすい抗コリン薬，抗不安薬，
睡眠導入薬などが知られており，これらの高齢者の薬物治療においても主にレセプト情報を用
いて処方状況を明らかにする。 
最後に，高齢者医療の国際比較を行った。高齢者医療の国際比較のために OECD（経済協力開

発機構）が提供する国際的な医療サービスに関する集計情報を用いる。さらに，重要疾患の死亡
率は世界保健機関（WHO）が提供する WHO mortality database を活用することで国際的な高齢者
医療の比較を行った。 
 
 



４．研究成果 
本研究は全国民を対象とする医療ビッ

グデータの活用と臨床疫学的な手法の統
合により，高齢者医療の実態を長期的な視
点で分析することを目的としている。これ
まで高齢者を対象に全国民の医療ビッグ
データを活用した研究として，対象となり
うる疾患を明らかにしてきた。高齢者で重
篤になりえる感染症として，医療関連感染
症である clostridium dificcile 感染症，
市中感染による呼吸器感染症の influenza
感染症，再興感染症の heaptitis C 感染症
を特定した。さらに，高齢者特有の神経疾
患として認知症，医療に関連する要因とし
て副作用についても研究の実施が可能で
あることを明らかにした。 また，高齢者
が受療中に経験した副作用に関連する死
亡率についても長期的なデータをもとに死亡率が増加していることを明らかにし，国際学術誌
に掲載された（図２）。 
 図３は，再興感染症としての hepatitis 

C についても，日本人を対象にした研究につ
いて過去 20 年間の死亡者数等のデータを分
析することにより，大幅に減少傾向にあるこ
とを明らかにし，2021年に国際学術誌である
Journal of Gastroenterology and 
Heapatology に掲載された。  
また，高齢者で致死的となる感染症である

クロストリジウム・ディフィシル感染症につ
いて，特に死亡率について国際的な比較を行
った。その結果，強力な感染対策を実施た，
英国では顕著に減少した一方，日本では徐々
に増加している可能性が示唆された。（表 1） 
 
表１．14か国におけるクロストリジウム・デ
ィフィシル感染症による死亡率の変化 

このように本研究では，当初予定した研究計画に沿って滞りなく進行し，目的としていた高齢
者における疾病構造を明らかにするため，臨床疫学的な統計手法を用いて高齢者に提供される
医療の質と高齢者特有の再興感染症や認知症等の慢性疾患の罹患率および死亡率について長期
的な変化を解明し，多数の国際学術専門誌に発表した。さらに本研究は，高齢者において致死的
となる疾患についての国際比較を実施したエビデンスを構築し，世界の高齢者医療の向上にも
貢献することが期待される。これらの医療ビッグデータを活用した高齢者医療におけるエビデ
ンスが本研究の成果である。 
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